











兵団は察南 ・晋北 ・繧遠を相次いで占領 し,蒙彊三自治政府および蒙彊連





こなかった。その理由としてい くつかの要因が存在 しているが,と りわけ
歴史研究に不可欠な資料の入手難が決定的な要因として指摘できる。内蒙
古を中心 とした国際関係史はきわめて錯綜 してお り,中 国語・モンゴル語・
チベ ット語 ・日本語 ・ロシア語 ・英語等の文献に精通 する必要があるが,
語学上の制約 もあり,実際にはこれらすべてに目を通す ことは困難である。
日中関係史として内蒙古近現代史を研究する場合,中 国語 ・日本語の資









本稿の課題は,内 蒙古を中心 とした 日中関係史を本格的に研究する予備
作業として,中 華人民共和国の内蒙古自治区政治協商会議が収集 ・刊行 し
た 『内蒙古自治区文史資料』を素材とし,満州国勃発か ら日本の敗戦に至





釈放か ら一九六六年五月の逝去まで,三 年間の短い 「自由」を享受 した。
内蒙古政治協商会議文史資料研究委員会は内蒙古近現代史の生き証人であ
る徳王に回顧録の執筆を求めた。 こうして,徳 王は死の直前に 『ドムチ ョ
ク ドンロブ自述』を口述 している。徳王は内蒙古近現代史で中心的役割を
果た した人物の一人であり,これは彼の個人史であるとともに,同 時代史













この回顧録は,徳王がみずか らの記憶を もとに口述 し,トブシンが筆記・
編集 した もので,1965年までに七編の回顧録が完成 している。1966年2
月,『内蒙古文史資料』(以下 『内蒙文史』 と略記。第五輯)に 第一章 「百
霊廟内蒙自治運動」のごく一部分が掲載され,同 年中に全文出版の計画で
あったが,文 化大革命によって中断 された。文革終了後,1979年3月に再
刊 された 『内蒙文史』(第六輯)に 第二 ・三章が,1982年10月出版の 『内
蒙文史』(第七輯)に 第四 ・五 ・六章が公表された。1979年6月には 『文
史資料選輯』(第六十三輯)に 第一 ・二章の抄訳が発表された。1984年12
月,『内蒙文史』(第十三輯)と して,既 発表部分 と未発表の第七章を纏め




得てそれ らを筆写した。森久男は 『徳王 自伝』(岩波 書店,1994年)を翻
訳 ・出版 した際,盧 明輝氏か ら未発表である第一章の原稿を譲 り受け,完
全な形で翻訳 ・出版することができた。
現在,『徳王 自伝』以外に入手可能な徳王に関する纏まった業績 として
は,盧 明輝氏 とジャクチ ト・スチン氏の著書がある。盧明輝氏は,『蒙古 自
治運動始末』(中華書局,1980年)を出版 したが,同 書 は1998年に遠方出
版社か ら 『徳王其人』と改題 して再刊されている。ジャクチ ト・スチン氏
は,『我所知道的徳王和当時的内蒙古』(私の知っている徳王と当時の内蒙




『ドムチ ョク ドンロブ自述』を直接あるいは間接に引用 している。
徳王は1933年に内蒙高度 自治運動を開始 し,多数の蒙古知識青年の支
持を得た。そのなかの一人で徳王の側近 となった陳紹武は,「ドムチ ョク ド
ンロブと蒋介石 との関係」(『内蒙文史』第一輯,1962年11月)において,
1932年か ら1949年に至る徳王 と蒋介石 との特殊で複雑な関係を,み ずか
らの体験を通して描き出している。もう一人の蒙古知識青年ハスオチルは,
「ドムチ ョク ドンロブと日本帝国主義との結託」(『内蒙文史』第五輯,1966






東軍の支持を得 て,察 東警備軍司令,蒙 古軍副総司令を歴任 し,日 中戦争
勃発後に蒙彊政権の蒙古総軍総司令を務めた。李守信は徳王に次ぐ内蒙古
第二の政治犯で,釈放後に1964年か ら内蒙古自治区文史館に籍を置き,劉























第十八章 徳王 と一緒に日本 と満州国を訪問 した状況
第十九章 注精衛が召集 した青島会談に参加 した経緯
第二十章 岡村寧次が召集 した第一回河北{鬼偏軍首脳会議
第二十一章 白鳳翔が敵に投降 した経緯
第二十二章 徳王が呉相文を処刑 したエピソー ド
第二十三章 私 と呉侃孚に関するい くつかの出来 事
第二十四章 私 と徳王が張家口か ら慌てて逃亡 した状況
付 録 劉映元 「李守信の晩年」
李守信の回顧録が発表 された経緯 としては,1979年3月,『内蒙文史』
(第六輯)に 第七 ・八 ・九章が掲載され,1982年10月刊行の 『内蒙文史』
(第七輯)に 第十 ・二十四章が,1983年8月刊行の 『内蒙文史』(第十輯)
に第一 ・六章が公表された。1985年12月刊行の 『内蒙文史』(第二十輯)
で 『李守信自述』と題 して,未 発表部分を含んだ全文が掲載されている。
王公出身の徳王と異なって,平 民出身で,匪 賊あが りの軍人である李守
信には明確な政治的信念は存在 しないが,自 己保身のためもあって,周 囲
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の政治的 ・軍事的状況を克明に観察 し,と くに人間関係の分析は精密であ
る。李守信の回顧録の意義は以下の三点に纏めることができる。第一,熱
河地方の匪賊 ・自衛団 ・軍隊の具体的諸相を詳 しく解明 した。第二,蒙 古
人の目から関東軍の内蒙工作の展開過程を明 らかにした。第三,蒙 彊政権










的に支配しているのは王公であり,彼 らの政治的意向を無視 して,盟 旗制
度の変革はできなかった。
『内蒙古近現代 王公録』(『内蒙文史』第三十二輯,1988年12月)は,第
三者による回想録 ・研究論文であるが,そ の構成は次の とお りである。
呉恩和 ・邪復礼 「カラチン親王ゴンサンノルブ」
ボルジジ ト・ウン ドルネフ 「ダルハン王の生涯の略述」
羅永寿 ・張文第 ・張世傑 「ア ラシャン王ダ リジャヤの生涯」
ダグワオスル 「ソンゴ リンチ ンの後継者一ボヤンナムフとその子孫」
卓力克 「正婦人か ら旗長代理へ一二番目の姉奇俊峰の思い出」












彰平陽 「政海風雲五十年一サ ク ドルジャブの生涯の略述」
スルンアルブ ・ダブラバヤル 「ユンタンワンチュク事略」
ブダバラ 「アバガ大王ヤンサン事略」
ガ リブク ド 「オジナ郡王ダワンジャブの一生」
注柄明 「スニ ト右旗郡王 ドムチ ョク ドンロブの生涯」
スホバル 「コルロス前旗旗長チム トスンプル史略」
ジャライ ト旗政協文史資料委員会「ジャライ ト旗最後の王バ トマラプタン」
ムスン 「大バリン郡王ジャガル ドルジ」
ゴルロ 「オル ドニ郡王 ソンジンワンチ ョク」
希儒博 「ナイマン旗郡王マシバ トルとスジュク トバ トル父子」













陳泰山 「子豚の放 し飼い,公 爺,旗 長一バヤンナムル小伝」
飽靖方 「ジルム盟王公会議 と"蒙 古平民同志会"」
トブシン 「アラタンオチル事略」(『内蒙文史』第十輯,1983年8月)は,





オリンチンダライ 「私がモー ミンガン旗を脱出 した経緯」(同上書)は,
ウランチャブ盟モーミンガン旗旗長チム ドスルンホルロの妻の手記である。
徳王の回顧録は,1941年に同旗長が特務機関の圧迫下で自殺 した事件につ
いてごく簡単に記 しているが,オ リンチンダライの手記は当時のモー ミン
ガン旗の情況を具体的に描き出 している。
西蒙ア ラシャン旗旗長ダ リジャヤは徳王の内蒙高度 自治運動を支持 し,
1936年に定遠営 に特務機関の設置を受け入れた。盧溝橋事件後,1938年
にダ リジャヤは馬鴻逡によって銀川で一時拘束され,さ らに蘭州で十一年
間軟禁 された。国共内戦末期の1949年に釈放され,徳 王 とともに西蒙 自












古 自治運動は,1928年6月に北伐軍が北京を占領 し,9月に熱河 ・チャハ
ル ・繧遠特別区へ省県制が施行される過程で,北 平で成立 した蒙古代表団
が盟旗地帯への省県制施行に反対 して南京で展開 した請願活動を起点とす
べきである。すなわち,蒙 古 自治運動 とは,熱 河 ・チャハル ・綴遠三省の,
新設によって法的基礎を失った盟旗の自治組織を守る運動として,広 義に
理解 しなければならない。
張紹庭 「呉鶴齢和"蒙 古各盟旗連合連合駐京弁事処"的 活動」(『内蒙文










である。ボヤンマン ド 「私が南京"蒙 古会議"に 参加 した思い出」(『内蒙
文史』第十六輯,1985年12月)は,東部内蒙古の盟旗代表 として会議に
参加 したボヤンマン ドの回顧録である。この一文は,白 雲梯一派(旧 内蒙
古国民革命党),呉鶴齢一派(改 良主義者),封建的王公(保 守派)の 複雑
な対立関係を紹介するとともに,蒙 古会議における蒙古人 と地方政府の対






政治学校蒙蔵班で学び,蒙 政会教育処で勤務 した経験の持ち主である。 こ
の一文は1963年4月5日(徳王釈放の5日 前)に書き上げられてお り,徳
王の回顧録と比較 ・対照することによって,ト ブシンの知見が後者にいか
に反映 されているかを窺 うことができる。徳王の回顧録は トブシンとの合











暴動を組織 し,蜂 起後に繧遠省側に身を寄せた。 しか し,傅作義は百霊廟




いるが,『内蒙文 史』に収録されている史料はあま りにも少ない と言わざる
をえない。また,『ドムチ ョク ドンロブ自述』の第一章 「百霊廟蒙古 自治運
動の回顧」がごく一部 しか公表 されていない とい う点を勘案する時,内 蒙
自治運動の歴史は新中国の内蒙古近現代史研究において,なお 「禁区」(タ






録によって補 う必要がある。 しか し,政治の実権を 日本人に握 られている
状況にあって,漢 族 ・蒙古族の回顧録の多くは植民地支配の非人道性を暴
露する史料 としての意義が認め られるが,被 支配者 としての見聞は考察範
囲が限られてお り,満州国の蒙古政策の立案 ・実施過程を理解する上での
史料 としてはあまり役に立たない。しか し,興安省成立前に蒙古独立軍(の
ち,蒙 古自治軍)に 参加 し,の ちに興安省 ・興安軍に参加 した蒙古人,お








ナムハイジャブ ・ダグワオスル 「"鄭家屯会議"の 回想」













オネンル ト 「私 が知っている偽満の日本士官学校への派遣生」
ナムスライジャブ 「興安総省および王爺廟地区の警察,憲兵,特務機構」
唐国棟 「日本 ・偽満期の林西県の軍隊,憲 兵,特 務組織の概況」
田恨 「満州里の警察,憲 兵,特 務機構の概況」
内蒙政協文史弁 公室 「偽満蒙政部大臣チム トスンプル」



























陳鐸 ・楊玉福 「田宝屯のペス トの追叙」
醇双喜 「日本 ・偽満統治期のオウェンコ族の苦難」
内蒙政協文史弁公室 「ノモンハン戦争における日本軍の細菌戦」
バ ト・シャワン ・陳泰山 「中村事件一チャルセン鎮の災難」
フフバー トル 「ノモンハン戦争臨場記」
ジョンジュルジャブ 「ノモンハン戦争の回想」







ルム盟 ・ジ ョソ ト盟出身者は,民 国期以降の蒙古民族主義運動で大きな足
跡を残 している。徳王の内蒙高度自治運動を支えた蒙古知識青年のなかに
も東部内蒙古の出身者が多い。




入学するが,そ れまでに包悦卿 ・郭道甫 ・ガダ梅林等の著名人 と交わって
いる。ダグワオスルは北京で雑誌 『蒙古』を編集して蒙古自決の主張を展
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開 した。満州事変後,ダ グワオスルは興安南省で警佐か ら警務庁保安科長
へ と出世 し,さ らに民生庁長,コ ルチン左翼後期旗長,興 安総省参事官に
抜擢 され,日 本敗戦の直前には大同学院に入学 している。 日本の敗戦後,
ダグワオスルは東蒙 自治政府の樹立 と解散,内 蒙古自治政府の成立に関与
している。
ジョンジュルジャブ 「私の半生の回顧」(『内蒙文史』第四十輯,1990年
12月)は,バブジャブの三男が書き残 した回想録である。ジ ョソ ト盟 トム
ト左旗出身のバブジャブは川島浪速の満蒙独立運動に協力したことで有名
である。ジョンジュル ジャブは若い頃か ら日本人の庇護の もとで教育を受
け,日 本の陸軍士官学校を卒業 してのち,1928年に満鉄鄭家屯公署の嘱託
になっている。満州事変が勃発するや,兄 のカンジュルジャブと協力して
蒙古独立軍(の ち,蒙 古 自治軍)を 組織 し,満州国興安省が成立するや,
興安局警務科に勤務 してのち,治 安部警務司検閲科検閲股長,騎 兵上校,
興安軍管区参謀処長,興 安師歩兵団長,第 十軍管区参謀長を歴任 し,1945
年8月 にソ連軍が ハイラルに進撃するや,関 東軍に反乱を起 こして,ソ 連
軍に投降 している。
ワンダン 「私が歩んだ道」(『内蒙文史』第四十一輯,1990年12月)は,
コルチ ン左翼後期 の富裕な家庭に育った蒙古人の手記である。 ワンダンは
満州国警備軍少年隊に入隊 して見習い士官 とな り,ノモンハン事件で九死




1933年以降の関東軍の内蒙工作,察 東特別自治区 ・チャハル盟公署 ・蒙
古軍政府の樹立過程については,『ドムチ ョク ドンロブ自述』『李守信 自述』
にかなり詳 しい記述がある。前者は,蒙 古民族運動のリーダー として,百
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近現代内蒙古地域史の文献研究
霊廟蒙政会が関東軍に接近 してい く過程を,お もに政治的側面か ら体系的










チャハル盟公署の樹立にあたって,国 民党系蒙古人呉鶴齢 ・白雲梯 ・尼














本拠地百霊廟を急襲 して陥落させた。 当時,百 霊廟を守備 していたのは,
チャハル出身者で組織 した蒙古軍第七師(師 長ムク ドンボ)で ある。ハス
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る。『ドムチ ョク ドンロブ自述』『李守信自述』は,蒙 彊政権の全時期につ
いて詳細な記述 をおこなっている。前者は,蒙 古の独立 ・建国問題を縦糸
として,徳 王が蒙彊政権のなかで果た した役割を,お もに政治的側面か ら
体系的に論 じている。後者は,政 治的理念がまった く欠落 しているが,軍
事問題を中心 として,蒙 彊政権を支えた周辺の人び との動きを詳細に分析
している。
奇天祥 「蒙彊政府時代の回想」(『内蒙文史』第五輯,1966年2月)は,
蒙古連盟 自治政府の成立後,イ クジョウ盟の一部(ジ ュンガル旗 ・ダラ ト
旗 ・ハンギン旗)が 蒙彊政権の影響下に入ってか ら,1945年8月に同政権
が崩壊するまでのオル ドス地域の軍事 ・政治機構の変遷を概観 している。
白光遠 「偽蒙古連盟 自治政府の拾遺」(『内蒙文史』第二十九輯,1987年12




2憲 兵 ・特務 ・警察
張問之 「日本侵略者,お よび偽蒙彊政府の特務,警察機関」(『内蒙文史』
第十五輯,1984年12月)は,関東軍の内蒙工作から蒙彊政権期にいたる




12月)は,包頭憲兵分隊の内部機構を詳 しく説明する とともに,抗 日活動





李守信は蒙彊政権の蒙古軍総司令で,彼 の回顧録 はその内実を詳 しく描
き出 している。蒙古軍のナンバー2は 烏古廷であり,注 龍田 ・呉紫雲 「烏
古廷が 日本偲儲に身を投じた前後」(『内蒙文史』第二十九輯,1987年12
.月)は,1933年の熱河作戦後に李守信軍に身を投 じてから1945年の蒙彊
政権崩壊までの鳥古廷の事跡を概観 している。ボヤ ンマン ド 「偽蒙彊 の軍
事幼年学校」(同上書)は,1940年に西スニ ト旗に設け られた蒙古軍幼年
学校の設立か ら,1945年8月のソ蒙軍の対日参戦直後の幼年学校生徒蜂起
にいたる経緯を論 じている。胡・バジル 「偽蒙古軍 自動車隊史の断片」(同






件を詳 しく回顧 している。彰謙 「偽蒙彊時期に日本侵略者が大同知識界に
加えた残酷な迫害」(『内蒙文史』第二十六輯,1987年12月)は,1941・
1942年に大同憲兵隊が教育関係者に対しておこなった迫害事件の生還者に









蒙彊政権の教育責任者による回顧録であ り,その教育行政 ・教育方針 ・学




同学院の教育方針 には 「親日防共」 「日蒙親善」 「民族協和」が貫徹 され,
「皇軍」の赫々たる戦功の発揚が 目的であると位置づけている。
6ラ マ教
内蒙古の各盟旗では,ラ マ教が広く信 じられてお り,駐蒙軍はラマ教を




雲昌秀 「五当召の"日 本 ラマ"」(同上書)は,同 じ内容を別の角度から紹







蒙彊政権の各市 ・県では,財 政収入をふやす手段 として,公 営賭場がお
お っぴ らに開設されていた。徳王 と李守信の回顧録はいずれも公営賭場に
ついて論及してお り,李 守信は 自分の部下がこれに深く関与 していた状況
を証言 している。韓相符 「罪悪の深淵一日本 ・偽蒙が包頭で開設 した東西
クラブ」(『内蒙文史』第二十六輯,1987年12月)は,1938年に包頭で蒙
古軍が作った東クラブ と寄老会が作った西クラブについて,そ の経営内容








援のもとで,大 漢義軍(漢 族謀略部隊)と 蒙古軍の力で繧遠を容易に奪取
できると夢想 したが,繧 遠省政府主席傅作義は優勢な兵力を集中 して大漢
義軍のホンゴル ト攻撃を撃退 し,さ らに蒙政会の本拠地百霊廟を陥落 させ
た。傅作義軍は容易に察北を回復できる軍事力を保持 していたが,蒋 介石


























劉春方 「繧遠抗戦中の傅作義将軍 と日本特務 との闘争,お よび{鬼儲軍を
寝返 らせた経緯」




遠事件,盧 溝橋事件後の抗 日戦争,全 国解放戦争において,孫 蘭峰が綴遠














身した第三十五軍が1938年4・5月に第二十六師団 と交戦 した模様を記 し
ている。
馬占山は満州事変後の反満抗 日運動で有名であ り,何度 も戦死が報じら
れたが,盧 溝橋事件後に綴東抗戦に参加 してその健在ぶ りを示 した。奇天
祥 「八年抗戦中の東北挺身軍」(『内蒙文史』第二十二輯(1987年1月)は,
繧東から黄河南岸へ と転戦 してのち,1945年までの馬 占山と東北挺身軍の
顛末を紹介 している。杜海栄 「馬占山将軍が繧遠で抗戦 した経緯」(同上
書)は,馬占山の東北挺身軍が繧遠でおこなった各戦闘を簡単に纏めている。
宋幸修 「抗戦初期察繧転戦の経緯」(『内蒙文史』第二十六輯,1987年12
月)は,趙 承綬騎兵第七師(中 央軍)の 参謀長の手記である。盧溝橋事件
後,騎 七師は蒙古軍政府が支配する徳化 ・商都 ・張北へ侵攻したが,関 東
軍東条兵団 ・蒙古軍に逐われて繧西に退却し,1938年春に繧遠南部で第二












る。孫蘭峰は第ニー一旅旅長 として作戦に参加 してお り,同戦役を要領よ
く纏めているが,そ の戦果の評価は過大である。
1939年12月,第八戦区副司令長官傅作義は国民党軍の冬季攻勢の一環
として包頭攻略を計画 し,陽 動部隊を使 って騎兵集団主力の装甲部隊を他
地域へ誘き出してのち,包 頭市内へ部隊を突入させ,数 日間同市の半分を
占拠 した。この作戦で面子を失った駐蒙軍は,1940年初春に二回の五原作
戦を実施 して五原 を占拠 した。五原か ら計画的に撤退した傅作義軍は,駐
蒙軍が撤退 してのち,蒙 彊政権の警察隊 ・蒙古軍の弱体な兵力が守備する
五原を急襲 した。 この知 らせを受けた駐蒙軍は再度主力部隊を動員 して五
原を占領 したが,短 期間で同地から撤退 した。 この五原作戦は無益な作戦
で,傅 作義側 ・日本側 ともに大きな打撃を被 り,これ以後1945年に至る
まで,傅 作義軍 と駐蒙軍 との間では実質的な停戦状態が続いた。包頭 ・五
原作戦については,以 下の回想録がある。
安春山 ・宋海潮 「抗 日戦争 中の包頭,纏 西,五 原三戦役後の回想」(『内
蒙文史』第七輯,1982年10月)。張漢三 「水川伊夫中将射殺の目撃記」(同
上書)。董其武 「包頭 ・繧西 ・五原の抗 日三戦役の回想」(『内蒙文史』第十
六輯,1985年12月)。衰慶栄 「傅作義将軍の繧西整軍 と抗戦の若干の回
想」(同上書)。斬書科 「傅作義部隊の包頭攻略,緩 西会戦,五 原での敵'c
滅の経緯」(同上書),魯楽山 「私が体験 した包頭進攻戦役」(同上書)。孫






年)の 「第三章 綬遠作戦」は,以 上の回想録の多 くを再録 している。中
でも,張 漢三 「水川伊夫中将射殺の目撃記」は,水 川伊夫中将の死体を戦
場で発見 した と記しているが,駐 蒙軍には水川中将は存在 しない。繧西警
備軍司令官水川依夫(治 安部次長)は,二 百三十数名の日系警察官を指揮




大同間の京包線が八路軍によって切断 された結果,政 府要人は駐蒙軍 と一
緒に北京へ脱出し,張家口は八路軍に接収された。他方,包 頭 ・帰繧 ・大
同は国民政府軍に接収された。斬書科 「第十二戦区が包頭,帰 綴,大 同の
投降 した 日本・偽蒙軍を接収 した経緯」(『内蒙文史』第十七輯,1985年12
月)は,傅 作義の第十二戦区が包頭 ・帰綴 ・大同を接収 した経緯を記 して
いる。
三 八路軍の抗日戦争
八路軍は蒙彊政権管内に晋察翼抗 日根拠地 と晋繧抗日根拠地(大 青山抗
日根拠地)を 建設 した。『内蒙文史』にも一部の回想録が収録 されている
が,数は多くない。中国共産党は独自の党史研究機構を数多 く擁 してお り,






録 としての基本的性格か ら,事実誤認,主 観的歴史解釈,政 治的偏向等の
欠陥は免れないが,一 次資料を理解す る上での貴重な補足資料であ り,一
次資料が存在 しない場合には,唯 一の資料源でもある。 しか し,その内容
は玉石混清であ り,史料 としての価値を見極めなが ら取捨選択する必要が
ある。以上の制約条件を勘案した上で も,『内蒙古文史資料』は,内蒙古近
現代史研究のための史料の宝庫であると評価す ることができる。









放 を勝ち取った過程 として単線的に理解 され,国 民党の蒙古政策や徳王の
内蒙高度自治運動は,無 視あるいは過小評価 されてきた。また,中 国には




『内蒙古文史資料』は,内 蒙古 自治区政治協商会議が編纂 した資料であ
り,市 ・県 ・旗の政治協商会議はさらに詳細な資料を編纂 ・刊行している。























倣基本資料,対 厨史証人写下来的美干駄'九 一八"事 変到抗哉腔利的史料
分均四ノト部分来違行系統的分析,即1人 物佑t己、II蒙古自治這劫、IIIQ
内蒙古的 日中美系史、IV内蒙軍事史。因力在内蒙古近現代史的研究上"内
蒙古文史資料'°的基本性格是厨史狂人的回把,就 不可避免i人錯事実、主規
主文的房史解経、政治 上的一面性等等敏点,可 是力了深人了解原始資料,
官是十分重要的朴充資料,在没有原始資料的情況下,也是唯一的資料来源。
但是実隊上其内容可以悦是良萎混清,判 断着資料1介値的同吋。 也要逸揮取
舎i上這宜来決定。尽管考慮到上木的限制.'J了遊行内蒙古近現代史的研究,
"内蒙古文史資料闘込可以悦是一一神史料的宝庫。
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